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　彗星が獲見されナ：場合にに初めの3人までの獲見者の名たミるこe’　1：　tよって居ろ嬬あ・

1939dの揚合に｛工岡林氏の名が洩れろのだεの事でtが，急報に1氾載の如く，「ノ・vル・

岡林網結」ミ呼んでも差支ヘアよいのでtfうか。（大阪，　M．　W・）

答へ．一人ならす，二人ならす，幾人もの人が同一の彗星を野立に護見するこ

とは屡々あります．例へぱ，1910aといふ彗星などは，蝕りに稜見者が多過ぎ

て，今に至るも其の最初の稜見者が定まってゐません．すべて猫立な焚見者は

同じ名轡が與へられ，星の名にも其等の人々の名が悉く附せられるべきです．

しかし，引際としては，毎度々々鯨りに長kしい名を呼ぶのは面倒ですから，

（敢へて獲見者の名轡を手：加減するわけではありませんが，其の時の都合によっ

て）代表的に：一二の人名のみで其の星を：呼ぶことが，便宜上行はれます．一

最近の例は，かの1939d彗星です．此の星はJurlof氏（露國Votkinsk市で

4月15日），Achmarof氏（下下Balesino村で，同15日），　Hasse1氏（諾威國・

同16日），岡林滋樹氏（日本倉敷，同23日），Barlow氏（英國），　Buchar氏（チ

エク國Prag市），　Friend氏（米國カリフオニや洲），　Kozik氏（中央アジヤ

Asch　abad市）等々，多くの人々が猫立tc　rx見しました．それで，コペンハ1ゲ

ン天文脳内の國野天丈電報中央局では，一々此等の稜見者の名を呼ぶ煩を避け

るため，便宜上，最初の3人の名を以って今後は此の星の名を呼ぶこととする

旨を，同所円行の第765號回報に獲表し，爾來，同回報では此の星を“Jurlof－

Achmalof－Hassel彗星”と呼んでみるのです．しかし，此の規定は，上記の通

り，只，コペンハ1ゲンで，便宜上，勝手に定めたので，決して國際勝勢で定

めたわけではありません．實際の便宜上から言へば，三人の名を呼ぶのも面倒

で，せいぜい二人が良V・と思はれます．こんどの場合には，ハセル氏の稜見が

最初に中央町に達したのですから，軍に“ハセル彗星”で良いのですが，しか

し，我k日本人としては，同胞岡林君の名論を忘れることが出來ませんので，

“ハセル岡林彗星”と呼ぶことにしたのです．（山本）

再び天文用語に就いて

西 森 生

　天文學を修め，同好の友と交はりを結び，藪種の天文書を閲する時常icまと

はり付V・て來るのは天文用語の相違の問題である，スペクトルとかコロナとか
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云った言葉は何虎の入も同じ檬に焚普するが，「遊星」とか「惑星」とかにな

ると全くの初心著’は別の星と思ふ．

　天文用語界では東京の流儀を重んずる人もあるが，然し東京流にも拙作があ

って承服し須ねる，私が8月號に述べた私見の骨子は星座名を「搬音假名遣ひ」

に苫き改めて見る事が眼目である．

　私が「きりん」は「ジラフ」が良V・と主張するのは「銀河」の第2巷第5號

中の飯塚三二博士の記事が最も雄辮であらう，星座名の中には動植物や地理神

話實に關した物が多藪を占めて居るのだから，一般の動物學者が断然「ジラフ」

を使って「きりん」が誤りだと指摘したならば共に從ひ，｛1｝家が雷架を「がか」

と云へば共に從ひ，物理學者に二二器を使って居れば「はいきき」を探用すれ

ばよい，私は星座名に就いては共關係する多：方面の人々に意見を徴するつもり

で居る．天文用語の審議にはかく言語學者や國文學者や外國交學に通じた人々

の意見を穂かねばならなV・，猫り決めが最も悪V・・8月號の私見が全面的に反

駁の矢bl　iに立っても私は私見を述べた丈で，共を固執して押通しはしない，將

來天丈川語の統一聞題が醸された時の参考資料のつもりで書いたもので，私見

の由來・理由に就いては「京星」第18號に詳しく述べたので是非併讃されたい．

　今後天文用語に意見を有する人々は共席に出て大いに吐露して頂きたい．

　　　　　　　　　　　　　一一本誌第210號の草場氏の．文に答へて一一

小山理學士の追憶
田 茂

　8月11｝1に理學士小山秋雄君御急逝の旨の報知を受取つたのは8月19日正午

頃であった．全く事の意外なのに驚v・た．それは一日前手紙を頂v・た彫りであ

るからで，調べて見れば日付は記されてみなV・が，8月10口の消印で8月12日

に到着してみる・（中略）

　小山君は京都帝プ〈在學中恐らく昭和3－4年の頃東京天文i義官舎に來訪せられ

攣光星に關する諸文献を熱心1こ軍記して行かれた時に會つたのみで，其後早早

の機會がなかった・以後敗二二は手紙の交換も甚だ稀であっ友が，近年になっ

て東亜天文．協脅憂光星二二剛：艮を毎月二って来られる様になってから，時折手

紙を同封して來られた事もあった・三年になってから敷回手紙を頂き，その中

に上京して一i度會いたいとv・ふ事も一・二度記されてみたので追って御上京の計

湖でもあった事かと思はれるが，絡にμ∫脅の機會がなかった事ば誠に淺念であ

る．
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　君は攣光星の観測研究に専念始絡せられた．取≠座，小狐座附近の攣光法則

未知星の観測は大學心癖當時から共そ麦に亘ってなされたもので主に花山ブレテ

ン結果の大要が｛表されてみる．白鳥座SS型の星の歯噛研究は大腿時代以來

長く引き綾いてなされて居り，近年は心底，小澤，沓掛等の諸君も協力観測せ

られ，東亜天津’協會關係の観測者の仕事として最も重要なものであった・その

結果は花山ブレテンの他ドイツの雑誌アストロノミツシエ・ナハリヒテンにも

爽表され，その別刷は倉敷天丈憂の報告第一號として獲表されてみる．

　東亜天文協會員鱗光星の観測は同君によって取り纏められ，時々花山ブレテ

ンに磯表され，叉本年6月には「東亜天丈’協會攣光星報告」第一號が磯表され

た．その大部な原稿の整理，謄爲版原版の調製，印刷等に多大の努力を費され

た事を想像する・

　絡りに東亜天上協會關係の墾光星観測者の方々はよく小Plineの遺志を承けて

攣光星の研究上有力なる観測資料を學界に提供せられん事を希望するものであ

る．

　小山君が前途有爲の身を以て業牛ばにして下野の客となられた事は，我が攣

光星學界のため誠に惜みても饒りあるもので，今や熱心なる後纏者の輩出が望

ましい次第であ・る．　　　　　　　　　　　　　　　　　（2598－8－31）

大阪ブラネタりウムだより

　口今夏の恐ろしい早魑は，都會にも直ちに影響し，科學館では率先して，プ

ラネタリウムのド1ム内の冷房を中止し，エVぺ1タ1も一嘉限りにして，極

力電力を節した．このためド1ム内は，漏員の際は室温34℃にも昇り・星室

の設明には何とも似つかぬ雰黒総であった．

　口8月中は，夜間公開と相侯って，度々「天文趣味の夕」が催され・佛教師

の宇宙親あり，俳句に現はれた星の話あり，星に糧がる行事，傳読などあって

夏のタベは賑やかであった．

　口9月は爽快な気室を仰げばとて，23日と24日の雨夜，天文協會大阪支部の

官庁で，「月と木星」の観望會を開V・た．伺24日は宮森支部長の「月を語る」講

話もあって，記しい「星」の一夜であった．

　9月28日，錦曜クラブの方々が，プラネタリウムの名月を尋ね，夜に入って

「世界各地の月」について，座談會を催されたのは楡快であった．

　口10月3日午後，臨調館の電氣舘とプラネタリウムとから，全國の小前校へ

亭亭中子子骨を行った．（1（）．4．高城）


